
 

■本件に関するお問合せ先 

    松本大学 白戸研究室  TEL 0263-48-7200(代表)   

平成２８年５月２６日 

報道関係各位 

 

（仮）「緑と景観を考える会」設立総会開催の取材のお願い 
 

新緑の候、貴社ますますご清祥のこととお慶び申し上げます。日頃は大変お世話になって

おります。 

さて、本学の総合経営学部観光ホスピタリティ学科白戸ゼミでは 10年に亘り、松本駅アルプス

口周辺のまちづくりに地区の方々と共に関わってきました。2014 年からは、松本大学けやきプロ

ジェクトとして田川地区渚の樹齢 600 年を超えるケヤキの木の保存に取り組んできました。これ

まで、住民の文化財として考えるきっかけ作りとして、小、中学生、地元の住民、松本大学生で、

落ち葉拾いとたき火を行なったほか、ケヤキをモチーフにしたスイーツの開発・販売を行なうと

ともに、どうしたら地域の課題を解決しケヤキを後世に引き継いでいけるかについて学習会を行

ないました。 

これまでの活動は、地元の住民の方によって結成された「保存樹のことを考えよう」の会と松

本大学けやきプロジェクトの共催によって行ってきましたが、より広い視野から松本市全体の地

域課題として、緑や景観を守り活かしたまちづくりができるかについて考え実践していくことを

目的として、あらたに（仮）「緑と景観を考える会」を立ち上げ、設立総会を開催することになり

ました。なお会の詳細は別紙のとおりです。 

つきましてはご多忙のところ誠に恐縮ですが取材をよろしくお願い致します。 

敬具 

 

記 

 

日 時：平成２８年５月３０日(月) １９：００～ 

場 所：松本駅アルプス口いばらん亭 ０２６３－３２－３７８６ 

内 容：（仮）「緑と景観を考える会」設立総会 

参加者：地域住民・松本大学関係者 

連絡先：いばらん亭 筒井 ０２６３－３２－３７８６ 

以上 

  



 

■本件に関するお問合せ先 
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【参考】 

（仮）「緑と景観を考える会」設立総会開催お知らせ 

発起人代表 筒井 敏男 

 

謹啓 

 

 おりしも地球の大きな変動を予感させるような九州熊本の壊滅的な地震発生から 1 ヶ月たった

現在、最近の様々な自然災害のありようから我々が自然を大切にしなかったこと、この地球上に

生きとし生けるものとの共生を考えなかったことにより、この地球環境を破壊し続けたツケが、

今様々な形となって人間社会に襲い掛かっているような気がいたします。 

 今こそ、今までの思い上がった生き方を反省して自然を大切に、身の回りの全てのものとの共

生・共存を図ることへ立ち返ることこそ、我々の唯一の生きる道と考えます。 

 

 これまでの活動として、松林宅の保存樹のことを中心に緑と自然とのかかわり方について、多

くの方々と話し合い、行動してまいりました。しかし、各方面への視察、勉強会を通じて、もっ

と大きな観点から、もっと大きな流れとして取り組まなければこれから先の進展は無いという結

論に達しました。 

 

 そこで、題記のごとく（仮）「緑と景観を考える会」の設立総会の設立総会を下記の内容で開催

いたしたく、ご案内申し上げます。多くの方々にご賛同をいただき、自然を大切に緑に囲まれ、

かつ景観に配慮した環境づくりを推進する市民運動にしていきたいと考えますので、ぜひ万障お

繰り合わせのうえ、ご参加いただきたくよろしくお願い致します。 

謹白 

記 

 

１ 日 時 平成 28 年 5 月 30 日（月） 午後 7 時より 

２ 場 所 松本駅アルプス口「いばらん亭」 

３ 会議 （仮）「緑と景観を考える会」設立総会 

（1） 設立趣旨説明 

（2） 会の規約・規則についての検討と承認 

（3） 役員の選出 

（4） 役員挨拶 

（5） 今後の活動について 


